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令和５年 第１回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
「加工用トマト生産日本一」を目指して 

質問 

内容 

 

 町では「目指せ！加工用トマト生産日本一のまち！」を合い言葉に、家

庭菜園でもトマト栽培を促す施策を、コーミ北のほたるファクトリー(株)

との協働事業で展開しています。 

 令和４年度は天候にも恵まれ、３９８トンの収穫(受入)があったと承知

しています。しかしながら、工場のトマト処理能力には限界があり約４０

トン程度をコーミ(株)に輸送したと伺いました。 

 「加工用トマト生産日本一のまち」を現実のものとし、町内で生産され

たトマトにもっと付加価値を付けて町外に出す方法を模索するべきだと

考えます。 

 

１，今後も処理能力を超えた分は原材料としての売却を続けるのか。 

２，トマトの増産に対応して工場の処理能力をアップさせる設備投資の計

画はあるのか。 

３，トマトを短期間冷却貯蔵して、可能な限り町内で処理する方法を模索

(実験)してはどうか。 
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【町長】 

 

通告順 ２ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
協力隊への「支援業務委託料」は何に使われるのか 

質問 

内容 

 

新年度予算で「地域おこし協力隊支援業務委託料」として１，４４０万

円が計上されています。２月２５日付けの北海道新聞の記事によると、協

力隊員は新年度から委託先の会社に所属して活動を続けるという内容で

した。 

 

１， 委託先の会社に所属(就職)するのであれば、協力隊員ではなくなる

のではないか。 

２， １，４４０万円は従事する人の人件費と推察するが、任期を残した

隊員もいると思います。協力隊員の身分のまま町から派遣は出来な

いのか。 

３， 従事する人を３人とすると、４８０万円／人になります。積算はど

のように行ったのか。 

４， 財源を聞くと一般財源のようですが、企業版ふるさと納税で自然学

校に寄せられた寄付が数百万円あります。寄付の総額はいくらなの

か。寄付を財源に充てなかった理由は何か。 

５， 新目を起こし「そらち自然学校費」として管理するべきではないの

か。「地域おこし協力隊活動費」の中に含めた理由は何か。 

６， 令和４年第２回定例会で自然学校に関する一般質問をしました。そ

れによると、人件費を含む年間経費は２，７００万円程との答弁が

ありました。半分以上が町の持ち出しとなりますが町長の見解を伺

う。また、町の持ち出しが無くなるのは何年後か。 

７， 「稼ぐ力」は付いているのか。「儲かる施設」になれるのか。 
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